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適切な仲間関係をつくる学級活動における 

支援の在り方に関する研究 
 

－ 学級集団の発達的特質から見た，個と集団の関係を高める授業実践を通して － 

 

川副町立中川副小学校 教諭 荒木 憲一 

 

   本研究は，集団活動の発達段階に応じた学級集団の在り方を「適切な仲間関係」ととらえ，仲間関係

づくりの授業実践を通して，学級活動における支援の在り方を探っていったものである。学級内の友人

関係に関する個々の児童の実態と学級集団の状態※から，集団活動の発達的特質を洗い出し，発達段階

と指導の手立てを定めた上で，仲間関係づくりの活動を行った。話合い活動を中心とした，他者意識を

もたせる取組が，個と集団の関係を高め，適切な仲間関係へと向かわせる支援の一つであることが，明

らかになった。（※個々の児童の実態から考えられる学級集団の様子を「状態」と記述している。） 

 

 ＜キーワード＞ ①仲間関係  ②発達的特質  ③発達段階  ④個と集団の関係 

 

１ 主題設定の理由 

  今回の学習指導要領解説特別活動編で明記されている児童期の発達課題の中でも「友人との適切な仲間

関係の成立」は，社会環境の変化に伴い人間関係が希薄化した現代の子どもたちにとって，集団を体験し

ながら育成されなければならない課題の一つと言える。学級活動の特質は望ましい集団活動を前提として

いる点にあり，この特質を生かした様々な人間関係の体験こそ，他の教育活動と異なる教育的意義がある。 
  仲間関係づくりは，児童の実態と学級集団の状態を把握し，発達段階に応じた望ましい関係に向け，今

後の発達に見通しをもって取り組む必要がある。そこで，学習指導要領等にある発達過程を，更に発達段

階として整理分析し，特質や段階を踏まえることで，個と集団の調和的な発達を支援していけると考える。 

  本研究では，単なる仲よし関係ではない，発達段階に適した集団生活での児童同士の結び付き，集団の

状態を「適切な仲間関係」ととらえ，児童自らが相手や周囲のことを考えた行動を取れるようにしていき

たい。そのためには，児童それぞれが互いの気持ち，考えを認め合って実践へ向かう学級の状態が望まれ

る。そこで，実践へ向けた問題解決を図る「話合い活動」において，個人の発言と話合いの関係に注目し，

児童一人一人の考えが尊重され，集団決定にかかわる考えをもてるような支援を行っていきたい。個々の

児童と学級集団の関係を高めていく話合い活動を中心とした取組での支援を行うことが，児童自らが集団

との向かい方を考え，行動し，仲間としての結び付きを強めていくと考え，本主題を設定した。 

 

２ 研究の目標 

  適切な仲間関係に向けて，実態に即した集団活動の発達的特質や発達段階をとらえ，個々の児童と学級

集団を高めていく授業実践を通して，学級活動における支援の在り方を探る。 
 
３ 研究の仮説 

仲間関係づくりを目指した学級活動において，個と集団に視点を置いた次の手立てを取れば，集団への

所属意識をもった仲間としての結び付きを強める児童が育つであろう。 

 ① 学級における友人関係について，個々の児童及び学級集団の実態分析を基に，集団活動の発達的特質

と発達段階の見通しを踏まえた指導の手立てを定める。 

 要   旨 
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 ② 単元の導入期に，個々の児童の状態を高める活動を行い，友達とのかかわりのよさを体験させる。 

 ③ 実践へ向けた問題解決を図る話合い活動，実践活動を通して，集団での充実感や達成感を経験させる。 

 

４ 研究の内容と方法 

 ① 学級における友人関係の調査を基に，児童の実態と学級集団の状態を把握する。 

 ② 集団活動の発達的特質及び発達段階についての理論研究を行い，本学級に合った手立てを研究する。 

 ③ 仲間関係づくりへ向かう話合い活動，実践活動の検証授業（第３学年）を行い，その結果を分析する。 

 ④ 発達段階に適した仲間関係づくりへの支援の在り方に関する研究の成果と課題を検討する。 

 

５ 研究の実際 

 (1) 本学級集団の発達的特質と発達段階 

   時期や学年にとらわれない，集団の発達的傾向を示した「集団活動における九段階の発達的特質」(1)

を一つの指標として，本学級集団の発達的特質を洗い出し，発達段階の程度をとらえていった。また，

次の段階への見通しをもって，現在の段階でどのような働き掛けをし，体験をさせるべきかの指導の手

立てを設定して実践授業に向かうこととした。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　【現在の段階における集団活動への指導の手立て】

○　活動に相手意識をもたせ，友達への好意的な見方ができるようにする

○　好きな者（閉鎖的）グループから，集団を広げていく活動を仕組む

○　グループがまとまってできる活動を取り入れる

○　グループ活動の中で，自分に合った役割をやり遂げさせる

○　集団への所属の喜びを体験させる

○　集団への寄与，集団責任を体験させる

見
通
し 

児童の実態，学級集団の状態

【次の段階への見通し】

　リーダー的な児童を中心にし，計画を立て，グループ活動ができるようになる段階

Ａ　リーダー的児童が中心になり，教師の力を借りずに，ある程度グループをまとめることができるようになる。

Ｂ　当番活動や係活動などで，簡単な活動計画を立てて活動したり，反省会をもったりできるようになる。

Ｂ　自発的，自治的集団活動へ近付いてくる。

Ｃ　個々の集団は，昼休みや放課後など，進んで集団としての活動をし始めるようになる。

Ｄ　集団意識が育ち始め，相手の身になってものを考えたり，行動したりできるようになる。

第
六
段
階

○　友達の見方・考え方から，結び付きの個人差は大き
　くない。
○　状況によって，協力関係になったり，対立関係にな
Ａ 　ったりする。
○　活動の中心になる児童はいるが，リーダー的存在で
　はない。
○　グループ内での上下関係が出てきている。
○　教師依存が弱まり，徐々に自分たちの計画で活動で
　きるようになってきた。
Ｂ ○　学級全体の活動や話合いは，自分たちで行うことは
　まだ不十分である。
○　グループで決めたことに向かって一緒に活動できる。
○　仲よしグループや同性同士のまとまりが強い。

Ｃ ○　仲よしグループが固定的になり，協力関係がある。

○　小集団が分立し，学級全体としてのまとまりは弱い。
○　判断や思考の面で，教師への依存が弱まってきた。
○　誰と一緒にやりたいかに意識が向いている。
Ｄ ○　友達が自分をどう思っているかを気にし始めてきた。
○　自分の興味・関心や要求に動かされる。
○　相手のことを考えずに取る行動が多い。

第
五
段
階

【本学級集団の発達段階の程度】（第四～五段階）
　　グループ内の上下関係がはっきりしだし，徐々に仲間の結び
　付きが強まっていき，グループ活動が盛んになる段階

学
級
集
団
の
状
態
か
ら
見
た
具
体
的
な
特
色

第
五
段
階

第
四
段
階

第
五
段
階

段階 発達的傾向・特質 主な具体的な特色

Ａグループ内で，指図する者とされる者が次第

　にはっきりしてくる。

Ｂ徐々にグループの目標に向かって一緒に活動

　ができるようになる。

Ｃグループ内での仲間意識が芽生える。

Ｄ社会的関心へ重心が徐々に移動する。

Ａグループ内の勢力関係がはっきりしてきて話

　合いや係活動で中心になる児童も生まれる。

Ｂグループとしての競争心が高まり，グループ

　の利害を意識した行動が増えてくる。

Ｃ仲よしグループや同性同士のまとまりが強ま

　り，男女の反発も多くなる。

Ｄ徐々に自分への認識をもち始める。　

　Ｄ（そのときの一般的な特性，意識や行動などの特徴）

※　発達的特質の観点「主な具体的な特色」の見方

　Ａ（子どもと子どもの結び付きの状況）

　Ｂ（集団として，どの程度のことができるようになるかの状況）

　Ｃ（集団として，どの程度まとまることができるようになるかの状況）

第
五
段
階

　仲間の結びつき
が強まり，上下関
係も進み，グルー
プ活動がさかんに
なる段階

第九段階

※　紙面の都合上，本学級に関連する段階のみを表記した。

【集団活動における九段階の発達的特質】

第一段階

第
四
段
階

　初歩的なグルー
プ関係ができるよ
うになり上下関係
が芽生える段階

(1)

図１ 発達段階に即した指導の手立て設定までの過程 
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 (2) 研究の全体構想 

研究の全体構想を図２に示す。 

個々の児童の学級生活への意欲，

学級内での承認意識と被侵害意識，

そのことから分かる学級集団の状態

をＱ－Ｕ評定尺度法(2)で分析する。

また，児童の友達関係をソシオメト

リーで分析する。実践の結果を検証

するために，この２つの質問紙法を

実践後で実施し，その変容を考察す

るのに活用する。 

実態把握，学級集団の発達的特質

と段階から設定した指導の手立てを

基に，検証授業を行う。検証授業で

の活動やその後の日常生活において，

発達段階で望まれる仲間関係（適切

な仲間関係の要素を充たしているこ

と）に向かっているかを見ていく。 

 (3) 単元の構想 

図３に示すように，学級集団の発達段階

に合った仲間関係づくりを，取組１（仲間

づくり）と取組２（学級内の組織づくり）

で行う。 

取組１では，まず，承認意識が低い内容

と，被侵害意識が高い内容を実態調査から

把握し，構成的グループ・エンカウンター

（ＳＧＥ）を用いて重点的に取扱う。個の

高まりを学級生活で生かしていくために，

仲間づくりの実践へつなげていく。ここで

の話合いは，自分の考えと違う立場に立っ

て考えたことを意見交換し，初めの自分の

考えを見直させることで実践へ向けた問題

解決の見通しがもてるようにしていく。さ

らに，集会活動で友達とのかかわりを楽し

む活動と，友達に対する見方を広げる活動

を行い，日常生活の意欲化を図る。 

取組２では，学級生活の充実と向上を目

的とした，学級生活に必要な仕事（係）と

その工夫を全員で話し合っていく。それま

で考えていない工夫の視点を投げ掛けて，学級全員の協力が得られる工夫を話し合うことで，他者意識

をもった考えへと広げさせ，集団決定を行う。このことが，実践となる係活動で，集団への所属感，仲

間と行う充実感がもて，組織としての仲間関係を築いていけると考える。 

図３ 単元の構想 

図２ 研究の全体構想 

　目指す子ども像・学級集団像

　     実態調査（９月）
    教師による日常観察
　Ｑ－Ｕ
　ソシオメトリー

　　集団活動における
　九段階の発達的特質

　・ 児童同士の結び付き
　・ 集団としてできること
　・ 集団としてのまとまり
　・ 一般的特性，意識や
　　 行動の特徴

　　　　　　児童それぞれが互いの気持ち，考えを
　認め合って活動できる学級集団

発達的特質から見た
学級の発達段階

発達段階における集団活動の指導の手立て

予想される
次の発達段階見通し

検証授業（取組１）

　　　変容１（12月）
    教師による日常観察
　Ｑ－Ｕ
　ソシオメトリー

検証授業（取組２）

　　　変容２（２月）
    教師による日常観察
　Ｑ－Ｕ
　ソシオメトリー

仲間関係づくり
　　　　【適切な仲間関係の要素】

　・　集団活動における相手意識
　・　友達への好意的な見方
　・　集団活動における協力
　・　学級集団への成員意識
　・　集団所属の喜び
　・　集団への寄与，集団責任

学級集団の状態
個々の児童の実態

個々の児童の実態，学級集団の状態

【第１時】ＳＧＥ
承認意識の向上

【第２時】ＳＧＥ
被侵害意識の緩和

【第３時】

話合い活動

友達への好意的な見方

他者意識をもった考
えによる集団決定

【第４時】
集会活動

取組１
【仲間づくり】

【第５時】
話合い活動

係の活動

仲間として結び付きのある学級集団

日常生活への意欲

他者意識をもった考
えによる集団決定

信頼 思いやり

協力 励まし

学級の発達的特質と発達段階

指導の手立て

取組２
【組織づくり】

個の高まり

集団の高まり
集団の高まり
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 (4) 検証授業（第３時：取組１の話合い活動「クラスのみんなが仲良くなる楽しい遊びを決めよう」） 

   自分の考えとは違う立場での意見交換を通して，児童は他者の存在を実感する。さらに，初めの考え

を見直すことで，一人一人に他者意識をもった問題解決への見通しをもたせる。そこには，自分の考え

の再確認，他の考えへの歩み寄り，他や新しい考えへの転換があり，児童たちは自分の考えを，他者意

識をもった集団決定にかかわる考えへと高め，自己理解や他者理解の深まった姿で実践へと向かう。 

話合いの柱「『みんなで遊ぼう』は何をするか」（15分ずつの遊びを２つ決める話合い） 

              ○ 自分が支持する遊びについて考えを出し合う。 

                全員の賛同で１つ目の遊び「じゃんけんゲーム」を決定。 

                ２つ目の遊びをドッヂボールとフルーツバスケットのどちらにするかの話合いになる。 

 自分の考えと違う立場に立って意見交換をする ○ 会議ノートに書き込み，発表し合う。 

                                   ※ 児童番号の○囲みは女子。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                視点を与え，新たな発想をもたせる 

 

初めの自分の考えを見直す ○ 改めて考えた解決方法を会議ノートに書き込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 異なる考えを尊重しながら，今後の方向を集団決定する 

 対立する遊びのルールを変えればやってもよい，という考えが多く出る。 

 司会：ドッヂボールがいいと思う人？（14人）フルーツバスケットがいいと思う人？（11人） 

 （ざわついている中で，両方できないか，という声が出始め，「両方する」という意見が出る。 

 

 

 

 

 図４より，25人中23人が集団決定に

満足，ほぼ満足し，どちらの派も「は

い」「まあまあ」の回答が多いことから，

他者意識をもたせた話合いで十分な解

決に近付いていることが分かる。 

 図５より，どちらの派も「とても楽

しかった」の割合が高く，話合い活動

が実践活動につながっていると考える。 

【ドッヂボール派】 

Ｃ①:楽しそうだし，みんなも

知っていると思うから。 

Ｃ９：フルーツバスケットはみ

んなが楽しくできる。 

Ｃ④:みんなが動いて，鬼にも

なれるから楽しいと思う

のかな。 

Ｃ⑤:いすを用意するだけでい

いのにな。 

Ｃ３:いすを早く取るのが楽し

いのにな。 

【フルーツバスケット派】 

Ｃ⑨:ドッヂボールはみんなができそうだから。

Ｃ５:ドッヂボールは，昼休みによくやっている

から，楽しくできる。 

Ｃ⑧:みんなやったことがあるし，ルールも知っ

ているから，きっと楽しくなる。 

Ｃ⑩:みんながルールを知っている。（でも，ず

るする人がいると，いやだな。） 

Ｃ⑬:ときどきやっていて，楽しいから。（でも，

男の子の強く投げたボールに当たると痛

そうだな。） 

【ドッヂボール派】 

Ｃ①：どちらの遊びもいいと思った。ずる

をしなかったら楽しくできそう。 
              （歩み寄り） 
Ｃ９：ドッヂボールだったら，順番に投げ

るようにしたらいい。  （再確認） 
Ｃ④：いすを取るとき，けんかにならなか

ったらいい。     （歩み寄り） 
Ｃ⑤：強く投げたボールは痛いだろうな。

フルーツバスケットの方が簡単で，

けんかもないかな。  （歩み寄り） 
Ｃ３：フルーツバスケットは，後からお尻

で押されてずるをされる。（再確認） 

【フルーツバスケット派】 

Ｃ⑨:みんなに投げさせてくれたら，

ドッヂボールでもいい。 

             （転換）

Ｃ５:男子は左手で，女子は右手で投

げたらいい。   （歩み寄り）

Ｃ⑧:ドッヂボールを強く投げないな

らいい。       （転換）

Ｃ⑩:ボールを強く投げなくても，ず

るする人がいるから，いや。 

            （再確認）

Ｃ⑬:みんなが交替で投げるなら，や

ってもいい。     （転換）

ドッヂボールだけする（２人） 
フルーツバスケットだけする（０人） 
両方する（23人） 

集団決定 

１つの遊びの時間が短くなるけど，どちらもしよう。

図４ 集団決定に満足か 図５ 実践してみてどうか 
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 (5) 単元を通しての考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図６ 学級満足尺度分布（Ｈ14年10月）      図７ 学級満足尺度分布（Ｈ15年２月） 

図６と図７は，児童が学級内でどれくらいの承認意識と被侵害意識をもっているか，そのことから学

級集団はどのような状態かを，Ｑ－Ｕ「学級満足尺度分布」で見たものである。 

図６では，４つの群に拡散している状態であるが，図７になると，学級生活満足群に集中しているこ

とが分かる。これは，ほとんどの児童に承認意識の向上と被侵害意識の緩和がなされ，学級内に互いを

認め合う姿勢ができてきたこと，友達へのよりよい接し方ができてきていることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図８ ソシオマトリクス（友達関係表Ｈ14年10月） 図９ ソシオマトリクス（友達関係表Ｈ15年２月） 

図８と図９は，児童同士の結び付きと，学級内の小集団がどのような状態であるかをソシオマトリク

スで見たものである。（仲よしの友達を３名まで記入できる条件で実施） 

図８と図９を比較すると，相互選択と選択の分布に広がりがあることから，学級全体で児童間の結び

付きが広まってきていると考えられる。また，図９になると，相互選択と（被）選択の点在が見られる

こと，異性への選択があることから，ある集団に属しながらも，他の集団とのつながりもあると考える。 

次に，選択の数に注目すると，３名まで記入できる条件で，図８は「１」「２」が11名であったのが，

図９では「２」が１名で，他は「３」となった。これは，仲よしと感じる友達が増えたと言える。また，

被選択，相互選択の数も増えており，学級全体で児童間の結び付きが強まっていることが考えられる。 

   なお，図６，７で，意識の高まりがそれほど表れなかったＣ４児をソシオマトリクスで見てみると，

No１～10は男子，No①～⑮は女子　　　　　　　◎相互選択 　○選択

No １ ９ ６ ３ ２ ７ ５ 10 ８ ４ ③⑦①⑧④⑨⑭⑮⑤⑪②⑩⑫⑥⑬

被
選
択
数

相
互
選
択

１ ◎◎ ２ ２
９ ◎ ○ ２ １
６ ◎ ○ ２ １
３ ０ ０
２ ○ ○ ○ ３ ０
７ ◎ ○ ２ １
５ ○◎ ◎ ○ ４ ２
10 ○○◎ ○ ４ １
８ ○ ○ ○ ３ ０
４ ０ ０
③ ◎ ◎ ２ ２
⑦ ◎ ◎ ○ ３ ２
① ○◎ ◎○ ４ ２
⑧ ◎ ○○○ ４ １
④ ０ ０
⑨ ◎◎ ２ ２
⑭ ◎ １ １
⑮ ○○◎○ ◎ ５ ２
⑤ ○ １ ０
⑪ ◎ ○ ◎ ３ ２
② ○ ○ ◎ ◎◎ ５ ３
⑩ ◎ ◎ ◎ ３ ３
⑫ ○ ◎◎ ○ ４ ２
⑥ ◎ １ １
⑬ ◎ １ １
選択数 ２ ２ ２ ２ ２ ３ ３ １ ２ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ １ ３ ３ ３ ３ ２ １

No １ ９ ６ ３ ２ ７ ５ 10 ８ ４ ③⑦①⑧④⑨⑭⑮⑤⑪②⑩⑫⑥⑬

被
選
択
数

相
互
選
択

１ ◎ １ １
９ ◎ ○◎ ○ ○ ５ ２
６ ◎ １ １
３ ○◎◎ ○○ ○ ○ ７ ２
２ ○ ○ ２ ０
７ ◎ １ １
５ ○ ◎ ◎ ３ ２
10 ○○◎ ◎◎ ５ ３
８ ○○ ○◎○◎ ６ ２
４ ◎◎ ２ ２
③ ○○◎◎◎○ ６ ３
⑦ ◎ ◎ ２ ２
① ◎ ◎◎ ３ ３
⑧ ○◎ ○ ３ １
④ ◎◎ ２ ２
⑨ ◎ ○ ２ １
⑭ ◎ ○ ２ １
⑮ ○ １ ０
⑤ ◎○ ２ １
⑪ ◎ ○ ◎◎ ４ ３
② ◎ ◎ ◎○○ ５ ３
⑩ ◎ ○ ◎◎ ４ ３
⑫ ◎ ○ ２ １
⑥ ○○ ○ ３ ０
⑬ ０ ０
選択数 ２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３
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被選択数も，相互選択数も「０」から「２」へ増えている。これは，自己判断による意識面の変化があ

まり見られなくても，友達との双方の意識を合わせることで，Ｃ４児は友達との結び付きがあることを

知ることができる。 

図10は，児童の友達，学級に対する意識の変

化（学級平均）を10月と２月で比較している。

「クラスの人から好かれている，仲間だと思わ

れていると思うか」の意識の向上から，学級集

団への所属意識をもててきていると考える。ま

た，友達を「いい人だな，すごいな」と感じて

いることから，友達への見方が好意的になって

きていると考える。学級に対しては，「まとま

りがある」「協力し合っている」の意識の向上

から，学級集団としての結束を強め，「明るく

楽しい」学級であると感じてきていると考える。 

   これらの質問紙は実践の取組から１か月間の期間を置いて実施しており，児童たちは日々の学級生活

において，着実に適切な仲間関係をつくっていっているのではないかと考える。それは，仲間づくりの

取組後，児童たちが意欲的に友達とのかかわりをもとうとしていること，組織づくりの取組後，クラス

の協力を意識して，係活動を意欲的に行えていることからもうかがえる。 

   これらのことから，本学級の発達段階における適切な仲間関係の要素として，友達への好意的な見方

ができるようになったこと，学級集団への所属意識をもつことができたこと，学級内の小集団の結合に

表れる友達関係の広がりや，児童相互の結び付きの強まりがあることが分かった。児童たちは，取組の

中心となる他者意識をもたせる話合い活動で，徐々に集団の問題への対し方を知り，実践活動を通して，

集団との向かい方を経験し出してきている。次の段階への移行としては，友達への好意的な見方を広げ

る活動とともに，他者意識をもたせる話合いを続け，自発的・自治的活動へと近付けていく必要がある。 

 

６ 研究のまとめと今後の課題 

 (1) 研究のまとめ 

  ア 学級の発達的特質から現在の発達段階を明らかにし，次の段階の見通しをもって指導の手立てを設

定することは，その時期に付けさせたい（達成すべき）力の育成に効果的であることが分かった。 

  イ 自分の考えとは違う立場に立たせた考えや，それまで考えていない別の視点での考えで，意見交換

を行い，話合いへとつなげることが，自分と異なる他者の存在を確かなものとして認め，互いを理解

し合って成り立つ仲間関係をつくっていく上で効果的であることが分かった。 

 (2) 今後の課題 

 学級全体の高まりと比べ，意識面での高まりがそれほど見られなかった児童に対しての効果的な支援

方法を探っていきたい。また，適切な仲間関係づくりは，年間を通して行われるべきことであるが，学

級活動に充てる時間にも限りがある。そこで，単元の導入期で行った「個の高まりに視点を置いた活動」

を，朝や帰りの話合いの時間等を活用して指導に当たりたい。 
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図 10 友達，学級に対する意識の変化
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